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P22a おうし座領域の高密度分子雲と星形成 ２
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分子雲から原始星への進化の理解は、その観測手段であるミリ波の観測の遅れから、原始星、T タウリ型星、主系列星
に至る進化の理解と比較して、非常に遅れていた。そこで我々のグループでは、星形成の活発なもっとも近傍の暗黒星雲の
一つであるおうし座分子雲を様々な密度領域をトレースする分子スペクトル、13CO, C18O, H13CO+、を用いて観測してき
た。これらの観測によりおうし座分子雲全体の、水素分子密度が 103 - 106 cm−3 に及ぶ分子雲ガスの分布が明らかになっ
た (Mizuno et al. 1994, Nature, 368, 719; Mizuno et al. 1995, ApJ, 445, L161; Onishi et al. 1996, ApJ, submitted)。こ
の結果、分子雲中の密度 104cm−3 程度の分子雲コアと非常に若い原始星候補天体との相関が良いことや、原始星形成前後
における高密度分子雲ガス (n(H2) ∼ 105 - 106 cm−3)の密度勾配の変化、等が明らかになってきた (Mizuno et al. 1994)。
今回の講演では、C18O分子雲コア、原始星形成直前の段階にあると思われる H13CO+コア、赤外線等で観測される原始
星候補天体、T Tauri星の比較を通して、密度 104cm−3 程度の分子雲からの原始星の形成の条件等の考察について報告す
る。これらの解析から、柱密度が N(H2) ∼ 8 × 1021 cm−2 以上のすべての C18Oコアには、原始星もしくは原始星直前の
段階にある天体が付随していることがわかった。このことは、C18Oコアの中では、上記の柱密度のしきい値を超えるとす
ぐにほぼ例外なく星形成が起こることを示している。また、生まれる星１個当たりの質量はどの C18Oコアでもほぼ等し
く、10 M⊙ 程度である、つまり星１個の形成には、n(H2) ∼ 104 cm−3 程度のガスが約 10 M⊙ 必要であるということがわ
かった。これらの結果は、C18Oコアのスケール、a few × 0.1 pc、の密度の高まりがその中での星形成に直接影響してい
ることを示すものである。


